
１．は　じ　め　に

　２００６年，厚生労働省から「健康づくりのための運動基準２００６」「エクササイズガイド２００６」

が発表された。これは主に成人の健康・身体活動を対象としており，幼児を含む子どもが健康

な生活を営むための目標値は示されていない。３０年近く議論されてきた子どもの体力・身体活
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Abstract

In this research, I investigated the relationship between the children’s physical activity and the eve-
ryday habits or attitude toward exercise of their mothers.　Furthermore, by comparing the differ-
ences in length of time in care and the family environment between children attending kindergarten 
and day care centres, a number of commonalities and differences emerged, indicating something 
about the way that children spend their time at home.　The purpose is to offer some indication of 
how to increase the amount of physical exercise in young children.
Whether the children attend kindergarten or day care centres, the research showed no difference 

in the total amount of physical exercise per week, but there was a stark difference in physical activity 
during the week and on holidays.　Furthermore, in families where the mother had high levels of 
determination to engage in physical leisure activity, the children also showed high levels of determi-
nation, and it also became clear that children whose mothers did  physical leisure activity three or 
more times per week had higher levels of physical activity and physical strength.　The above evi-
dence indicates that encouraging mothers to engage in physical activity on days off work leads to 
more all-round physical activity in children.



動量低下という社会現象に対して，国内では確かなエビデンスは持ち合わせていなかったと言

える。しかし，２００８年に日本学術会議が「子どもを元気にするための運動・スポーツ推進体制

の整備」を提言し，昨年度から文部科学省による「幼児期運動指針策定委員会」が立ち上がる

など，子どもの運動・体力・身体活動に関する重要性が着目されつつある。

　それは，子どもを取り巻く生活環境の変化の中で身体活動が幼児の健康に良い影響を与える

（馬場，２００４）ということに限らず，幼児期の運動発達の性質上幼児の身体活動の必要性が重

要視されている（田中，２００９）と言える。幼児期は，動作形態の多様な自由処理能力が著しく

拡大発達するといわれており（マイネル，１９８０），人生の早い時期における動きの経験の質が

その人の全学習の質を決定する（Yardley，１９７４）時期である。また Cureton（１９８５）は，幼児

期における運動活動の習慣化への失敗が「Sedentary Child（定座性の子ども）」を生むと述べ

るように，幼児期の運動経験および運動能力は長期的な視点で発達を捉えた際に，体力面や健

康面同様，またはそれ以上に大きな意義を持つ。

　幼児の運動発達に関して，例えば日本人に標準化された DenverⅡ（デンバー発達判定法）

による粗大運動の９０％達成率からは， ３歳までに歩く，投げる，蹴るなどの基本動作の素地が

獲得され，基本的な運動動作が獲得されるのは３歳以降からであることがわかる（日本小児保

健協会，２００３）。そのような運動発達が著しい時期に，幼児の生活は保護者依存的であること

から保護者の影響が大きいことが報告されている。例えば松村（１９９４）は，母親が子どもの生

活時間に規制する意思をもっている際，子どもの生活リズムは規則正しいものとなることを明

らかにしている。また，矢野ら（２００７）は，母親の睡眠行動と子どもの睡眠行動が関連するこ

とを明らかにした上で，親子の心身の健康のために母親への生活リズムの情報提供が必要なこ

とを指摘している。さらに，池畑ら（１９９９）は，健康的な生活習慣を心がけている母親には運

動の習慣がある母親が多く，そのような子どもは運動遊びを積極的に行っていることを報告し

ている。身体活動についても同様に，子どもと保護者の関連性から，運動に肯定的である保護

者の子どもは同様に運動に対する肯定的な感情を持っていることや，父親と遊ぶ機会が多い子

どもの運動能力は，そうでない子どもと比較して高い（例えば栗原ら，２００２；馬場，２００９；田

中ら，２０１１）と言える。また，田中（２０１０）は幼稚園児の身体活動について，母親の生活習慣

や運動意識との関連について検討した結果，家族形態や，休日の母親の体の動かし方と子ども

の休日の体の動かし方との関連性を示唆している。このように幼児の生活と家庭における保護

者の意識との間には密接な関係が報告されている。

　しかし，昨今の親子関係は昔のそれと大きく異なってきているといわれる（新澤，２００４）。

加えて，現在日本では， ８時間の保育時間を標準とする保育園と４時間の保育時間を標準とす

る幼稚園，またはこれらが融合された認定子ども園が主な保育施設として挙げられるが，この
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平日の通園する保育システムの違いにより幼児の身体活動に差異がみられることが指摘されて

いる（田中ら，２００９）。そこで今回，保育園児とは異なり，家庭で保護者と過ごす時間が長い

ことが予測される幼稚園児を対象として，幼児の身体活動と母親の生活習慣や運動意識との関

連について検討した。また，前回の結果をもとに，幼稚園児との共通点，相違点についても検

討した。これらの結果をもとに，幼稚園，保育園での身体活動に関する保育の充実や，幼児の

運動習慣について家庭への示唆を得ることを本研究の目的とする。

２．方　　　　　法

ⅰ）　対象者

　調査対象は，Ｎ市の保育園に通う５歳児６名とその保護者６名およびＨ市の幼稚園に通う５

歳児７名とその保護者７名である。本研究での対象地域は両者ともベッドタウンとしての性格

を持ち都市近郊にある地域である。保育園・幼稚園の園長および保護者に説明を行い，その内

調査協力の同意を得た１３組の親子を対象とした。保護者は１３組とも母親（以下，母親と記載）

であった。

　対象児について，本研究では保育時間や母親の勤務状況の違いから保育園・幼稚園に通園す

る５歳児に対象を限定する。登園時間，降園時間，登園日数など，保育園に比べて幼稚園に通

う幼児が家庭で過ごす時間が長いことが考えられる。そのため，家庭環境での身体活動を調査

する上でも，家庭環境の違いから子どもの身体活動を分析できるため保育園・幼稚園に通園し

ている幼児に焦点を当てた。さらに５歳児を対象とした理由として， ５歳の運動発達の特徴が

挙げられる。身体活動を量的・質的に評価しようとする場合，幼児期の発達の差は個人によっ

て大きいため，年齢依存的に達成目標を分割してみるのではなく，幼児を取り巻く環境や性質

に基づいて一人ひとりの発達の道筋を評価する必要があるといえる。一方で，運動発達に年齢

的な動作のふさわしさや運動学習の適齢期が存在することもまた事実である。マイネル（１９８１）

は誕生から老年までの運動発達を展望しているが，幼児期には基本的な動作を身につけ，それ

ぞれの基本的動作を組み合わせる能力が発達すると述べている。また，ガラヒュー（２００６）は，

幼児が６歳を迎える頃には身体のプロポーションは小学校高学年の児童に非常に類似してくる

とし，就学前の幼児は基本的な姿勢，移動，操作機能を発達させる時期であるとしている。こ

のように，幼児期の中でも５歳児は，今まで蓄積された運動経験を十分に発揮し，今までのぎ

こちない動きから，基本的運動動作の構成要素を協応させ効率的な動作を獲得する過渡期であ

る。そのため，本研究で保育園・幼稚園に通う５歳児とその母親を調査対象とする。
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ⅱ）　測定方法

　保護者と幼児の身体活動に関するデータを生活に密着して収集するためには，身体活動の測

定中に対象者の身体活動を制限せずに測定する必要がある。そこで本研究では，幼児の身体活

動の計測が報告されている（大川ら，２００１；塩見ら，２００４）小型加速度計を用いて，保育園・

幼稚園に通う５歳児の身体活動を測定する。使用する加速度計は，Kenz社製 LifecorderGSで

ある。

　この LifecorderGSは身体活動の測定において広く用いられており，対象者の行動を制限する

ことなく歩数・総消費量・運動量・運動強度・エクササイズを計測することができる。また，

身体活動レベルにおいては４秒間隔で測定を行ない，その最大値を２分ごとに記録する。運動

強度は１から９までの９段階評価であるが， １に満たない運動強度を測定した場合，運動強度

は０とする。

　調査期間は１週間で，起床後 LifecorderGSを腰部に装着し，水泳，入浴，就寝時を除いて装

着し続けてもらった。また，母親に対して，子どもと自身の運動に関するアンケートと日々の

生活記録を同時に行なった。身体活動の分析には LifecorderGS用解析ソフト Lifelyzer０５ Coach

を使用し，期間中の身体活動量，活動時間，消費カロリー，運動強度の側面から検討した。統

計処理には SPSS １２．０J for Windowsを使用した。調査は２０１０年７月および２０１１年７月であっ

た。

３．結　　　　　果

ⅰ）　母親の年齢と子どもと母親の身体活動

　母親の年齢層及び，母親と子どもの平日と休日の身体活動を一日の総消費カロリーから基礎

代謝分を除いた，運動によって消費されたカロリー（運動量）で示す（表１）。ここでいう平
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表１　母親の年齢と平日および休日の運動量（kcal）

子どもの平日の運動量の平均母親の平日の運動量の平均
標準偏差平均値標準偏差平均値度数母親の年齢層
２１．８
５０．９
２０．２

 ８３．６
１２３．４
 ８８．９

 ７．２
４２．２
４２．６

１３３．１
２０５．４
２２１．４

２
８
３

２０歳代
３０歳代
４０歳代

子どもの休日の運動量の平均母親の休日の運動量の平均
標準偏差平均値標準偏差平均値
 ７．４
６４．４
５６．９

１２３．３
１１７．１
１０３．８

 ７．２
４２．２
４２．６

１１７．０
１６３．２
２０８．７

２
８
３

２０歳代
３０歳代
４０歳代



日とは保育園・幼稚園に通う日とし，休日とは，保育園・幼稚園に通わない日とする。

　結果から，平日，休日共に若い母親の運動量が低いことから，若い世代の母親よりも年配の

母親のほうが活動的であることが示された。また，母親の年齢と子どもの運動量との関連につ

いては，平日では３０歳代の母親をもつ子どもが最も体を動かしていることが分かる。一方休日

では，２０歳代の母親をもつ子どもが最も体を動かしていることが明らかとなった。

　また身体活動について検討する際には，量的な側面である身体活動量だけでなく，身体活動

の質的な側面である「運動強度」についても注目する必要がある。そこで，幼児と母親の運動

強度について検討するために，母親の年齢層及び，母親と子どもの平日と休日の身体活動を強

度別に算出した。その際，先述した通り本研究で使用した LifeCorderGSでは，垂直方向への

加速度から１－９段階の運動強度について，どの強度の身体活動が何回カウントされたかを記

録している。また LifeCorderGSでは，この強度別のカウントをもとに計測値を，運動強度 

１－３の身体活動を「低強度の身体活動（歩行運動）」，運動強度４－６の身体活動を「中強度

の身体活動（速歩運動）」，運動強度７－９の身体活動を「高強度の身体活動（強い運動）」に

分類する。この分類に従い，平日および休日にそれぞれの強度の身体活動が観測されたカウン

ト数について検討した。その結果，母親の年齢が若いほど，母親，子ども共にどの強度の身体

活動も多く観測されていることが明らかとなった。

　以上から，母親の年齢は運動量については子どもへ影響を与えないが，運動強度については，

母親が若い程子どもが経験する運動の強度は高く，その運動を経験する頻度も高い傾向にある

ことが明らかとなった。

ⅱ）　保育園と幼稚園に通う子どもの身体活動について

　保育園と幼稚園では，保護者の就労状況，園からの帰宅時間等が異なるため，母親と子ども

の身体活動の状況に違いがでることが考えられる。そこで，差異がでることが予測される，母
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表２　母親の年齢と平日および休日の運動強度

子ども平日母 親 平 日
高強度中強度低強度高強度中強度低強度度数母親の年齢層
６，１３６．０
１，６３３．３
１，０１０．７

６，４８８．６
１，９１５．９
１，１８３．８

５，３２０．５
１，４５２．５
１，０１６．０

５，３２２．７
１，６９５．０
２０６．７

６，３２３．３
１，５２２．４
１９５．５

４，９６２．０
１，０４５．０
１２６．０

２
８
３

２０歳代
３０歳代
４０歳代

子ども休日母 親 休 日
高強度中強度低強度高強度中強度低強度度数母親の年齢層
２，５９９．３
６７７．７
３７２．７

２，２９８．９
７９６．３
３６７．８

３，２０７．０
７９７．５
５９０．０

１，９４０．３
８７８．７
５９．７

２，２７７．６
３６６．９
４３．９

１，９６４．０
２８８．５
３９．０

２
８
３

２０歳代
３０歳代
４０歳代



親と子どもの平日・休日の運動量（kcal），母親の休日の運動強度と子どもの平日・休日の運動

強度（カウント数）の違いについて検討した。結果を表３に示す。

　運動量については，平日の運動量において幼稚園児の方が保育園児よりも平均値が高くなっ

ている。これは保育園においては午睡の時間が含まれるため，平均値に違いが出たものと考え

られる。その他の運動量について差異は見受けられなかった。母親の運動強度については，幼

稚園児の母親の方が休日の運動強度が全体的に高い状況であった。一方で，子どもの運動強度

については，保育園児の方が全体的に高い強度の運動を経験しているという結果であった。

　このことから，保育園児に比べ，幼稚園児は平日に母親と共に過ごす時間の確保が比較的容

易であり，家庭において体を動かして遊ぶ時間が長いと考えられる。一方で，勤務状況等によ

り平日に子どもと過ごす時間の確保が困難なことが予測される保育園児の親子は，平日に親子

の時間の確保が難しい分，休日において親子で遊びたいという思いが強度の高い身体活動につ

ながっていることが生活記録からも推測された。

ⅲ）　母親と子どもの運動遊びの頻度と身体活動

　母親と子どもの運動遊びの頻度と，それぞれの頻度における運動量（kcal）を表４に示す。

ここでも，保護者の就労状況や園からの帰宅時間等を考慮し，保育園に通う親子と幼稚園に通

う親子を分けて結果を算出した。

　結果から，保育園に通う親子では，「週に１－２日親子で運動遊びをする」と回答した親子

が４組，「親子で運動遊びをしない」と回答した親子が２組であった。また，幼稚園に通う親

子では，「週に３－４日親子で運動遊びをする」と回答した親子が１組，「週に１－２日親子で

運動遊びをする」と回答した親子が６組であった。「週に３－４日親子で運動遊びをする」親
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表３　保育園，幼稚園に通う園児と母親の身体活動に関する観測値

幼 稚 園保 育 園
標準偏差平均値度数標準偏差平均値度数
４４．６
６３．１
７８８．９
３３５．７
３９．３

１９５．７
１６１．６
２，３０５．６
４５５．６
５８．７

７
７
７
７
７

５４．１
９４．４

１，０２７．８
４４８．３
２７．４

２００．６
１７２．４
１，９７１．８
４９３．２
３２．８

６
６
６
６
６

母親の平日の運動量
母親の休日の運動量
母親の休日の低強度運動
母親の休日の中強度運動
母親の休日の高強度運動

５５．６
７１．９

１，２３３．０
６２８．２
４７８．８
９３２．５
６２７．３
２８３．２

１２１．６
１１０．６
５，９７３．０
２，１７１．９
１，２５６．１
２，４８１．０
８２０．１
３８５．７

７
７
７
７
７
７
７
７

２３．３
３１．１

１，４９４．３
３５２．０
２１９．７
１，０８９．２
４００．２
２４６．０

９５．０
１２０．１
６，５２４．５
１，３２１．５
９５６．８
２，５３９．３
７０９．５
４２３．３

６
６
６
６
６
６
６
６

子どもの平日の運動量
子どもの休日の運動量
子どもの平日の低強度運動
子どもの平日の中強度運動
子どもの平日の高強度運動
子どもの休日の低強度運動
子どもの休日の中強度運動
子どもの休日の高強度運動



子は，平日，休日共に運動量が他の親子よりも高くなっており，毎日の生活記録からも， １度

に長時間の運動遊びではなく，短い時間ではあるが高い頻度で運動遊びを行なっている。また，

平日は「週に１－２日親子で運動遊びをする」と回答した親子の方が，「親子で運動遊びをし

ない」と回答した親子よりも運動量が多かったが，休日においては「親子で運動遊びをしない」

と回答した親子の方が，「週に１－２日親子で運動遊びをする」と回答した親子よりも運動量

が多かった。

　以上から，母親と日常的に運動遊びを全くしていない子どもは， ５歳児ということもあり，休

日に母親と遊ぶ時間を持つことに期待せず，体を動かして遊ぶ機会を自ら獲得している傾向が

うかがえる。生活記録からも「週に１－２日親子で運動遊びをする」子どもよりも自分で運動

遊びを楽しむ方法を獲得している傾向が見られた。

　また，在園時間や帰宅時間が異なるものの，幼稚園児と保育園児で１日の運動量に大きく差

が出ることはなく，母親との運動遊びの頻度の方が，子どもの運動量には関連があることが示

唆された。

ⅳ）　母親と子どもの身体活動の相関

　母親と子どもの身体活動の関連について検討するために，母親と子どもの平日・休日の運動

量，平日・休日の運動強度についての相関を検討した。前節同様，保育園に通う親子と幼稚園

に通う親子を分けて算出した。結果を表５，表６に示す。

　結果から，保育園に通う親子では，母親の休日の運動量と子どもの休日の運動強度，母親の

運動強度と子どもの運動強度にそれぞれ正の相関関係が確認された。このことから，保育園に

在籍する親子は，親子で長時間過ごせる時間が休日しかないことから，休日は親子で同様の身

体活動を行っていることが考えられる。一方，幼稚園に通う親子では，母親の運動量と母親の
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表４　親子の運動遊び頻度と保育園，幼稚園に通う園児とその母親の運動量

幼 稚 園保 育 園
標準偏差平均値度数標準偏差平均値度数
－
６４．０
－

２１５．５
１５２．６
－

１
６
－

週３－４日
週１－２日
なし

－
 ９６．９
１１８．４

－
１５８．３
２００．８

－
４
２

週３－４日
週１－２日
なし

母親の休日の運動量

－
１０．８
－

２４５．８
１００．９
－

１
６
－

週３－４日
週１－２日
なし

－
２３．６
２４．９

－
１００．９
 ８３．２

－
４
２

週３－４日
週１－２日
なし

子どもの平日の運動量

－
４４．１
－

２４５．５
 ８８．１
－

１
６
－

週３－４日
週１－２日
なし

－
２０．０
５９．４

－
１１７．１
１２６．０

－
４
２

週３－４日
週１－２日
なし

子どもの休日の運動量
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表５　保育園に通う幼児とその母親の身体活動についての相関

子ども
休日
高強度
運動

子ども
休日
中強度
運動

子ども
休日
低強度
運動

子ども
平日
高強度
運動

子ども
平日
中強度
運動

子ども
平日
低強度
運動

子ども
休日
運動量
平均

子ども
平日
運動量
平均

母親
休日
高強度
運動

母親
休日
中強度
運動

母親
休日
低強度
運動

母親
平日
高強度
運動

母親
平日
中強度
運動

母親
平日
低強度
運動

母親
休日
運動量
平均

母親
平日
運動量
平均

．５１７．６８９．５５５．５０７．７８９．８３２．７０３．５５７．７４８．７１２．２８７．９１４．９６７．５６８．５５８１母親平日運動量平均

．８３９．９０５．７３０．６６１．６２６．４７９．６５１．４３７．９２０．８０８．８２１．２６８．４１２．１９１１．５５８母親休日運動量平均

．１２４．３０７．２９９．０６８．４８７．５３３．３６３．４７５．５１９．０７１．４７２．６０３．６２４１．１９１．５６８母親平日低強度運動

．４６４．６１０．５２３．２７４．６３７．７２４．６８９．４００．６３５．６６４．１８８．９５２**１．６２４．４１２．９６７**母親平日中強度運動

．４１２．５４６．５４５．２８４．６７３．８０２．７２９．５０９．５４９．５４８．０６４１．９５２**．６０３．２６８．９１４*母親平日高強度運動

．６４３．７１４．６１９．４１５．４６１．３０６．４７５．４１４．８２４*．４３１１．０６４．１８８．４７２．８２１*．２８７母親休日低強度運動

．８９１．８９５*．７７９．３９４．４７１．４３８．８００．１７５．７５２１．４３１．５４８．６６４．０７１．８０８．７１２母親休日中強度運動

．８０６．９３１**．８０６．６６２．８０４．７１７．７８４．６４６１．７５２．８２４*．５４９．６３５．５１９．９２０**．７４８母親休日高強度運動

．２７４．４６６．４３３．８３３*．９３６**．９１１*．４７８１．６４６．１７５．４１４．５０９．４００．４７５．４３７．５５７子ども平日運動量平均

．８９５*．９１０*．９６８**．３７５．６２５．６６２１．４７８．７８４．８００．４７５．７２９．６８９．３６３．６５１．７０３子ども休日運動量平均

．４０６．６００．５４４．７６１．９７１**１．６６２．９１１*．７１７．４３８．３０６．８０２．７２４．５３３．４７９．８３２*子ども平日低強度運動

．４５８．６５９．５５２．８７１*１．９７１**．６２５．９３６*．８０４．４７１．４６１．６７３．６３７．４８７．６２６．７８９子ども平日中強度運動

．３７６．５３４．３６９１．８７１*．７６１．３７５．８３３*．６６２．３９４．４１５．２８４．２７４．０６８．６６１．５０７子ども平日高強度運動

．９５２**．９３７**１．３６９．５５２．５４４．９６８**．４３３．８０６．７７９．６１９．５４５．５２３．２９９．７３０．５５５子ども休日低強度運動

．９６２**１．９３７**．５３４．６５９．６００．９１０*．４６６．９３１**．８９５*．７１４．５４６．６１０．３０７．９０５*．６８９子ども休日中強度運動

１．９６２**．９５２**．３７６．４５８．４０６．８９５*．２７４．８０６．８９１*．６４３．４１２．４６４．１２４．８３９*．５１７子ども休日高強度運動
**p ＜．０１　*p ＜．０５

表６　幼稚園に通う幼児とその母親の身体活動についての相関

子ども
平日
低強度
運動

子ども
休日
活動
時間
平均

子ども
平日
活動
時間
平均

子ども
休日
高強度
運動

子ども
休日
中強度
運動

子ども
休日
低強度
運動

子ども
平日
高強度
運動

子ども
平日
中強度
運動

子ども
休日
運動量
平均

子ども
平日
運動量
平均

母親
休日
高強度
運動

母親
休日
中強度
運動

母親
休日
低強度
運動

母親
平日
高強度
運動

母親
平日
中強度
運動

母親
平日
低強度
運動

母親
休日
運動量
平均

母親
平日
運動量
平均

．４４５．４９０．４５３．０９１．６３６．００１．３２３．５２３．６４５．７０８–．４２２．４０３．９４２．０５６．８６９．９３０**．７９７１母親平日運動量平均

．０２８．１４１．１２５–．１７８．２７５．１６２．０２３．１９６．３１９．３０６．０８７．８６７*．８６０*．００７．８２２．７０８１．７９７*母親休日運動量平均

．３３０．４４９．２８３．０５４．５９６–．０９４．１４８．３７０．６１１．６４１–．４６８．３４１．９１１．２７２．７１５１．７０８．９３０**母親平日低強度運動

．４９９．６３８．５３１．３６５．７１７．４５４．４８５．５３２．７３３．６０４–．３２１．５０５．９２６**–．３１４１．７１５．８２２*．８６９*母親平日中強度運動

–．１７９–．３０６–．１４８–．５０１–．１９７–．５２６–．２１２–．０８８–．１３２．１５３．３０２–．０１９–．００７１–．３１４．２７２．００７．０５６母親平日高強度運動

．４０８．５７０．４１０．２１６．６９０．２４９．３１５．４５７．７１４．６３６–．３５８．５２４１–．００７．９２６**．９１１**．８６０*．９４２**母親休日低強度運動

–．４１０–．２５８–．２８１–．４１６–．１６９．１５５–．３３７–．２１９–．１１５–．１７８．４５４１．５２４–．０１９．５０５．３４１．８６７*．４０３母親休日中強度運動

–．５９６–．６７３–．４０６–．５６３–．６７６．０２９–．３２１–．４４５–．５９３–．５１１１．４５４–．３５８．３０２–．３２１–．４６８．０８７–．４２２母親休日高強度運動

．８９８**．７４７．８９５**．４１０．８４８*．０７８．７８７．９２０**．８４５*１–．５１１–．１７８．６３６．１５３．６０４．６４１．３０６．７０８子ども平日運動量平均

．８５７．９６８．７９８．７６５．９９２．５１９．８０４．７４１１．８４５*–．５９３–．１１５．７１４–．１３２．７３３．６１１．３１９．６４５子ども休日運動量平均

．９３９．６９６．９７１**．４３１．７６７*．１４３．８４９**１．７４１．９２０**–．４４５–．２１９．４５７–．０８８．５３２．３７０．１９６．５２３子ども平日中強度運動

．９２６**．８１２*．９５１**．７１６．７９９*．５０８１．８４９*．８０４*．７８７–．３２１–．３３７．３１５–．２１２．４８５．１４８．０２３．３２３子ども平日高強度運動

．３０５．５９０．３１３．７４６．４７９１．５０８．１４３．５１９．０７８．０２９．１５５．２４９–．５２６．４５４–．０９４．１６２．００１子ども休日低強度運動

．８８５．９７９．８１１．７８１１．４７９．７９９*．７６７*．９９２**．８４８*–．６７６–．１６９．６９０–．１９７．７１７．５９６．２７５．６３６子ども休日中強度運動

．６９０．８９２**．５７６１．７８１*．７４６．７１６．４３１．７６５*．４１０–．５６３–．４１６．２１６–．５０１．３６５．０５４–．１７８．０９１子ども休日高強度運動

．９７０**．７７５*１．５７６．８１１*．３１３．９５１**．９７１**．７９８*．８９５*–．４０６–．２８１．４１０–．１４８．５３１．２８３．１２５．４５３子ども平日活動時間平均

．８６６**１．７７５*．８９２**．９７９**．５９０．８１２*．６９６．９６８**．７４７–．６７３–．２５８．５７０–．３０６．６３８．４４９．１４１．４９０子ども休日活動時間平均

１．８６６*．９７０**．６９０．８８５**．３０５．９２６**．９３９**．８５７*．８９８**–．５９６–．４１０．４０８–．１７９．４９９．３３０．０２８．４４５子ども平日低強度運動

**p ＜．０１　*p ＜．０５



運動強度，子どもの運動量と子どもの運動強度の間には相関が確認できたが，親子間ではいず

れの相関関係も確認できなかった。これは，大きく分けると，日常的に子どもと過ごす時間が

確保できる幼稚園児であるために，意識して子どもと体を使う時間を設けることが少ない家庭

と，休日は母親よりも父親との時間を持って欲しいという思いから父親と遊ぶ家庭が存在する

ことが母親の記述から明らかになった。以上より，母親の運動量に関連して子どもの運動強度

の確保も期待できることから，母親だけでなく保護者が意識的に子どもと体を動かして遊ぶ時

間を確保することは，幼児の身体活動を促すうえで非常に重要であると考えられる。

ⅴ）　日内の身体活動の推移

　母親と幼児の身体活動が一日の中でどのように推移しているかについて検討するために，被

験者の中から最も活動性が低かった親子（保育園通園家庭）と最も活動性が高かった親子（幼

稚園通園家庭）の平日の平均身体活動の推移を図 １－１，図 １－２ に示す。グラフは運動量（kcal）

を表している。

　結果から，活動性が低い子どもは，全体的に運動量が少なくなっており，身体活動が最もよ

く見られる時間は登園時と午睡後に集中している。一方で，活動性が高い子どもは朝早い時間

から夜まで一日を通して幅広く身体活動が行われていることが分かる。さらに，活動性が高い

母親についても，活動性が低い子どもの母親は身体活動のピークが午前に確認できるのみだが，

活動性が高い子どもの母親では一日を通して，まんべんなく活動のピークが確認できる。
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図１－１　活動性が低い親子の一日の身体活動の推移



　このグラフからも，時間に対する活動性の相関に関わらず，一日の中で身体活動の頻度は親

子で類似する傾向があり，身体活動も生活習慣と同様家庭で育成される側面があることがうか

がえた。

４．ま　　と　　め

　本研究では，子どもの身体活動における母親の影響について検討した。その結果，保育園・

幼稚園の違いによる身体活動の違いについては明らかにならなかったものの，母親の運動量・

運動強度の方が子どもの身体活動に影響を与えていることが示唆された。さらに，母親が運動

遊びをしようとする意思が高い家庭は子どもの運動強度が高くなり，週に３日以上母親と運動

遊びをしている子どもは運動量，運動強度共に高いことが明らかとなった。加えて，平日から

親子の関わりが多く見られる幼稚園通園家庭と，平日関われない週末に十分に子どもと関わろ

うとする保育園通園家庭のように，保育園と幼稚園の違いによって， １週間の母親と子どもの

過ごし方には違いが見られた。

　これらの結果より，家庭における親子の意識や過ごし方によって，子どもの身体活動は影響

を受けることから，母親の身体活動に対する意識を変えることで子どもの身体活動を促すこと

が期待できる。特に，運動強度については母親の運動量，運動強度と関連があることから，幼

児の身体活動を促進するために，母親が意識的に身体活動を行うことが有効であると考えられ
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（kcal）

図１－２　活動性が高い親子の一日の身体活動の推移



る。その際，保育園児と幼稚園児において差が見られなかったことから，特に家庭で過ごす時

間が長い休日の身体活動が重要になるといえる。このことから，身体活動に関する保護者への

啓発を行なう場合には，「子どもに運動遊びの楽しさを伝える」という観点に「親子で運動の

楽しさを知る」という観点を加えることで家庭での身体活動が向上することにつながると考え

られる。本研究は保育園・幼稚園に通園する保護者と幼児の身体活動に関する関連性を明らか

にするための試験的な研究に位置づくため，今後は，数量的妥当性を高めるために対象の拡大

が必要であり，実際に身体活動を行うための実践的な取り組み方法についても検討する必要が

ある。しかし，数的な測定結果のみでなく，日々の生活記録や保護者の思いも同時に調査する

ことで，幼児の身体活動にまつわる環境を知る手がかりとなったといえる。
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